
【開催案内 2012/10/10】NISTEP/GRIPS/JST-RISTEX 共催講演会のお知らせ 

 

科学技術政策研究所(NISTEP)、政策研究大学院大学（GRIPS）及び（独）科学技術振興機構社会技

術研究開発センター(JST-RISTEX)共催による講演会を、下記のとおり開催致しますので、皆様ふるっ

てご参加くださいますようご案内申し上げます。なお、お手数ですが聴講を希望される方はご所属・お名

前を 10 月9 日（火）17 時までに、メールにて予めお知らせいただきますようお願い申し上げます。 

 （会場の都合により出席者を調整させていただく場合があります。） 

 

記 

 

○演題： 「disruptive emergency-破壊的緊急事態時に如何にして信頼を深めるのか」 

○講師： Jan Staman（ヤン・スタマン）オランダ ラテナウ研究所 所長 

○日時： 2012 年10 月10 日（水） 10 時 00 分～11 時 30 分（受付開始 9 時 30 分） 

○場所： 新霞が関ビル LB 階 201D 号室 科学技術政策研究所会議室 

○言語：英語（逐次通訳あり） 

 

○講演趣旨： 

  

2011年3月に発生した東日本大震災のみならず、世界中で発生する緊急事態の際に起こり得る組織的

欠陥や、システム故障に対するアプローチに加え、国民が持つ深い不信に対するガバナンスのあり方、

科学者の役割やあり方等、破壊的緊急事態時において如何にして信頼を深めるかについてご講演いた

だきます。 

また、同氏の獣医学や食品衛生問題などについての長年にわたる深いご知見に基づき、緊急事態に

際して肝心となる対応に加え、科学的コミュニケーションの重要性についてもお話いただきます。 

さらに、政策形成に重点を置き、市民参加型のテクノロジーアセスメント手法がどのように緊急時に利

用されるのか、また、その社会的インパクトについてお話いただきます。 

 

○講師経歴： 

2002 年より現職。同研究所は王立科学アカデミー内に設置されており、科学技術における政策形成や

社会の意見形成への働きかけを目的としたテクノロジーアセスメントを中心とした研究を実施。 

同氏は獣医学と法律を修め、大学を卒業後８年間にわたりユトレヒト大学にて獣医学の研究に従事。そ

の後、ハーグにあるオランダ農業・自然・食品安全省（LNV)における様々な職務に従事。 

 

○講演会の参加申し込み、講演内容についてのお問い合わせ：  

独立行政法人科学技術振興機構 社会技術研究開発センター（担当：新田・真田） 

Tel：03-5214-0133／Fax：03-5214-0140 

E-mail：lecture@ristex.jp 

 

○申し込み締め切り：10月9日（月）17:00 

 

 



NISTEP/GRIPS/JST-RISTEX 共催講演会 
 

○ 日 時：2012 年 10 月 10 日（水）10:00～11:30（受付開始 9:30）  
○ 場 所：新霞ヶ関ビル LB 階科学技術政策研究所会議室（201D 号室） 

○ 題 目： 「disruptive emergency-破壊的緊急事態時に如何にして信頼を深める

のか」 

○ 講 師：Jan Staman（ヤン・スタマン）オランダ ラテナウ研究所 所長 

○ 連絡先：(独)科学技術振興機構 社会技術研究開発センター（担当：新田・真田） 

       TEL：03-5214-0133  Ｅメール：lecture@ristex.jp 

○ 会場へのアクセス： 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地 図：新霞が関ビルLB階 【NISTEP会議室（201D号室）】 

（東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビル LB階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○LB 階平面図 

 

 

 

 

 

 

NISTEP 会議室
（201D 号室）

Natural LAWSON      

駅名 出口 所要時間

銀座線　虎ノ門駅 5 徒歩5分

丸の内線　霞ヶ関駅 A13 徒歩8分

千代田線　霞ヶ関駅 A13 徒歩8分

日比谷線　霞ヶ関駅 A13 徒歩8分

南北線　溜池山王駅 9 徒歩7分

文部科学省 

新霞ヶ関ビル 

A13 出口

5 出口
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